
□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

管理事業 サッカースタジアム事業 所管部局 都市魅力部

1
所管
室課

文化スポーツ推進室 事業名 サッカースタジアム管理事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和４年度

施策コード 723 施策 地域におけるスポーツの振興

151,252 156,632 444,414
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

0.1 0.1 0.1 ■
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

　サッカースタジアム管理（指定管理者施設管理）

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

（１）スタジアム利用人数総数
　　　令和２年度…158,660人，令和３年度…198,379人,令和４年度…580,507人
（２）プロサッカー入場者数
　　　令和２年度…146,374人，令和３年度…173,021人,令和４年度…451,285人
（３）その他入場者数
　　　令和２年度…12,286人，令和３年度…25,358人,令和４年度…129,222人
（４）プロサッカーの試合数
　　　令和２年度…35試合，令和３年度…31試合,令和４年度…24試合
（５）その他の件数
　　　令和２年度…426件，令和３年度…531件,令和４年度…795件

　サッカースタジアム基金からサッカースタジアム管理事業に一部充当し、市立吹田サッカー
スタジアムビジョンの改修を行った。

決算額
　(千円)

事業概要

　サッカースタジアム基金積立

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

大規模修繕積費立額
令和２年度…50,001,500円，令和３年度…50,002,500円,令和４年度…80,003,000円

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　プロサッカーの試合以外での利用の促進について、
市民に幅広く利用してもらえるよう、更なる周知が課題
である。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

2
所管
室課

文化スポーツ推進室 事業名 サッカースタジアム基金積立事業

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　建物や設備の劣化状況に応じて、定期的に大規模修
繕計画の見直しが必要である。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

3
所管
室課

文化スポーツ推進室 事業名 サッカースタジアム振興事業

50,002 50,003 80,003
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

0.0 0.0 0.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

129,089 122,462 110,660
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

0.0 0.0 0.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

　スタジアム利用促進、スタジアム周辺整備

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

　市立吹田サッカースタジアムのネーミングライツで得た対価を活用し、スタジアムの利用料
金の低減を行った。具体的には、１月から12月までの１年につき、100,000,000円＋税を上限と
して指定管理者へ支出し、条例に規定する利用料金の35％の額を低減し、指定管理者の経営努
力による15％の低減と合わせて50％の減額（半額）とした。

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　利用料金の低減により、サッカースタジアムを広く利
用してもらえるよう、引き続き周知に取り組むことが必
要である。
　ネーミングライツ料を財源とし実施しているため、今後
の財源確保が課題である。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

所管室課 事業名 所管室課 事業名

1/2



□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

4
所管
室課

文化スポーツ推進事業 事業名 スポーツ推進基金積立事業

事業概要

施策コード 723 施策 地域におけるスポーツの振興

管理事業 サッカースタジアム事業 所管部局 都市魅力部

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和４年度

220,000 220,000
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

100.0 100.0 100.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

　スポーツ推進基金積立

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

　市立吹田サッカースタジアムのネーミングライツ料をスポーツ推進基金に積み立て、同基金
からサッカースタジアム振興事業及びホームタウン推進事業に一部充当することにより、スタ
ジアムの利用料金を低減するとともに、市民のホームタウン意識の醸成及び「ガンバ大阪のあ
るまち」としてのふるさと意識の醸成などホームタウン推進を行った。

決算額
　(千円)

220,000

事業概要

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　今後も、継続してネーミングライツ料が確保できるよう
事業者等へのアプローチが必要である。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

所管
室課

事業名

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

所管
室課

事業名

※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

□
市民ニーズ、
社会的役割

※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

□
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

所管室課 事業名 所管室課 事業名

2/2



□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

管理事業 スポーツ施設事業 所管部局 都市魅力部

1
所管
室課

文化スポーツ推進室 事業名 スポーツ施設利用促進事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和４年度

施策コード 723 施策 地域におけるスポーツの振興

9,270 9,273 13,910
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

88.9 92.0 94.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

　スポーツ施設利用促進

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

（１）オーパス利用登録者数　
令和2年度末11,604人　令和3年度末11,693人　令和4年度末11,818人
（２）利用件数（抽選申込、抽選取消、空き利用申請、利用取消） 
令和2年度末180,039件　令和3年度末193,979件　令和4年度186,360件
（３）空き情報照会件数（利用登録者の他、未登録者も利用可）
令和2年度末1,514,080件　令和3年度末1,662,680件　令和4年度末1,470,190件

決算額
　(千円)

事業概要

　スポーツグラウンド等管理（指定管理者施設管理）

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

　令和4年度は中の島スポーツグラウンドのフェンスの塗装や、桃山台スポーツグラウンドの給
湯施設の改修工事のほか山田スポーツグラウンドの空調の修繕を実施した。

【スポーツグラウンド】
総利用人数　令和2年度176,105人　令和3年度179,731人　令和4年度220,643人
総使用料収入　令和2年度24,081,945円　令和3年度22,379,965円　令和4年28,164,130円
・中の島スポーツグラウンド利用人数　
令和2年度48,696人　令和3年度60,387人　令和4年度73,736人
・桃山台スポーツグラウンド利用人数　
令和2年度43,355人　令和3年度41,438人　令和4年度44,828人　
・山田スポーツグラウンド利用人数　
令和2年度20,592人　令和3年度23,221人　令和4年度26,095人　
・南正雀スポーツグラウンド利用人数　
令和2年度41,130人　令和3年度29,519人　令和4年度45,093人　
・高野台スポーツグラウンド利用人数
令和2年度22,332人　令和3年度25,166人　令和4年度30,891人

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　大阪府内18自治体(Ｒ４現在)で共同運営することでシ
ステムを維持管理しているが、今後のシステムの在り
方や契約方法について検討が必要である。
　また、口座振替で後納することにより、一部ではある
が、滞納や徴収不能が発生することが課題である。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

2
所管
室課

文化スポーツ推進室 事業名 スポーツグラウンド等管理事業

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　施設や設備・機器の老朽化が進んでおり、安定的な
運営のためには、財源確保も含め、計画的な維持補修
により施設の長寿命化を図る必要がある。
　また、さらなる利用率の向上のため、施設を多種目多
目的用に改修することを今後検討していく必要がある。

今後の実施計画
の方向性・内容

拡充

施設整備の方向性の
検討

3
所管
室課

文化スポーツ推進室 事業名 市民体育館管理事業

96,029 187,785 95,658
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

74.9 69.0 71.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

654,392 633,875 522,317
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

90.0 88.8 81.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

　市民体育館管理（指定管理者施設管理）

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

　令和4年度は北千里市民体育館の廊下上防水修繕や、目俵市民体育館の２階ホール内の柱修繕
のほか南吹田市民体育館屋根改修工事を実施した。

【市民体育館】
総利用人数　令和2年度294,672人　令和3年度353,127人　令和4年度491,614人　
総使用料収入　令和2年度39,270,170円　令和3年度46,915,570円　令和4年度59,257,030円
・片山市民体育館利用人数　
令和2年度69,572人　令和3年度76,222人　令和4年度102,137人　
・北千里市民体育館利用人数　
令和2年度29,349人　令和3年度56,208人　令和4年度81,876人
・山田市民体育館利用人数　
令和2年度54,790人　令和3年度76,895人　令和4年度112,448人
・南吹田市民体育館利用人数
令和2年度48,656人　令和3年度50,437人　令和4年度70,641人
・目俵市民体育館利用人数　
令和2年度92,305人　令和3年度93,365人　令和4年度124,512人

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　計画的な施設管理や教室のプログラムサービスを行
い、健康づくりや生涯スポーツ振興の場として幅広い層
に利用されている。
　施設や設備・機器の老朽化が進んでおり、安定的な
運営のためには、財源確保も含め、計画的な維持補修
により施設の長寿命化を図る必要がある。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

所管室課 事業名 所管室課 事業名

1/2



□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

4
所管
室課

文化スポーツ推進室 事業名 市民プール管理事業

事業概要

施策コード 723 施策 地域におけるスポーツの振興

管理事業 スポーツ施設事業 所管部局 都市魅力部

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和４年度

207,744 255,926
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

91.7 92.7 72.1 ■
市民ニーズ、
社会的役割

　市民プール管理（指定管理者施設管理）

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

　令和4年度は片山市民プール採暖室修繕及び北千里市民プールスロープ表面舗装ほか、老朽化
に対処するために様々な調査と修繕を行った。

【市民プール】
総利用人数　令和2年度：56,588人　令和3年度71,190人　令和4年度138,123人　
総使用料収入　令和2年度12,051,560円　令和3年度15,148,650円　令和4年度27,911,345円
・片山市民プール利用人数
令和2年度56,588人　令和3年度71,190人　令和4年度117,293人　
（給湯設備改修工事に伴い、令和4年12月12日から令和5年3月31日まで、屋内プール及びシャ
ワー室の利用を中止。トレーニング室は利用可。）
・北千里市民プール利用人数　
　
令和2年度0人　令和3年度0人　令和4年度20,830人
（令和2年度及び令和3年度は新型コロナウイルス感染症の影響により休場、令和4年度は50m
プールは休場）

決算額
　(千円)

161,580

事業概要

　武道館管理（指定管理者施設管理）

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

令和4年度は受水槽定水位弁の修繕及び、武道館放送設備修繕等を実施した。

【武道館】
利用人数　令和2年度42,005人　令和3年度50,877人　令和4年度73,880人　
使用料収入　令和2年度7,044,675円　令和3年度8,820,988円　令和4年度10,950,625円

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　低廉なレクリエーションの場、健康づくりやスポーツ振
興の場として家族連れや子どもを中心に幅広い層に利
用されている。
　施設や設備・機器の老朽化が進んでおり、安定的な
運営のためには、財源確保も含め、計画的な維持補修
により施設の長寿命化を図る必要がある。
 今後、屋外プールのあり方について検討が必要であ
る。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

5
所管
室課

文化スポーツ推進室 事業名 武道館管理事業

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　武道に関する専門的な施設として小学生から高齢者
まで幅広い層に利用されている。
　施設や設備・機器の老朽化が進んでおり、安定的な
運営のためには、財源確保も含め、計画的な維持補修
により施設の長寿命化を図る必要がある。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

6
所管
室課

文化スポーツ推進室 事業名 総合運動場管理事業

98,196 105,609 95,879
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

92.8 91.6 88.6 □
市民ニーズ、
社会的役割

98,109 112,466 211,743
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

87.0 89.7 72.7 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

　総合運動場管理（指定管理者施設管理）

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

　令和4年度は電光掲示板の改修工事及び、雑用水ポンプユニット修繕等を実施した。

【総合運動場】　
利用人数　令和2年度88,836人　令和3年度94,947人　令和4年度121,485人　
使用料収入　令和2年度12,717,320円　令和3年度11,518,350円　令和4年度14,604,580円

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　施設管理や教室のプログラムサービスを行い、健康
づくりや生涯スポーツ振興の場として幅広い層に利用さ
れている。 
　令和元年度にトラックの全天候型及びフィールドの人
工芝の改修、令和4年度に電光掲示板の改修工事を実
施したものの、施設や設備・機器の老朽化が進んでい
るものもあり、安定的な運営のためには、財源確保も含
め、計画的な維持補修により施設の長寿命化を図る必
要がある。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

所管室課 事業名 所管室課 事業名

2/2



■ 有効性

□ 効率性

■ 公平性

□ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

■ 公平性

□ 持続可能性

■ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

管理事業 スポーツ推進事業 所管部局 都市魅力部

1
所管
室課

文化スポーツ推進室 事業名 生涯スポーツ促進事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和４年度

施策コード 723 施策 地域におけるスポーツの振興

17,555 22,119 40,388
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

100.0 100.0 100.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

　スポーツ大会・教室等実施、各地区市民体育祭補助、スポーツ大会参加経費助成、障がい者スポーツ振興、運動習慣化推進、地域スポーツ促進・サポート

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

（１）市長杯（旗）スポーツ大会  令和２年度…中止、令和３年度…23大会 11,523人、
                                令和４年度…74大会 27,038人
     審判講習会　令和２年度…５種目 ５講座 139人、令和３年度…６種目 14講座 229人、
                 令和４年度…11種目 14講座 390人
　　 １日教室　　令和２年度…２種目 ２講座 86人、令和３年度…４種目 ４講座 173人、
　　　　　　　　 令和４年度…11種目 16講座 392人
（２）市民体育祭への補助金交付件数 令和２、３年度…０件、令和４年度…10件　8,103人
（３）全国規模のスポーツ大会への経費(交通費)助成件数 令和２年度…３種目 ３件 ７人、
     令和３年度…９種目 10件 12人、令和４年度…15種目　27件　82人
（４）障がい者体育祭は新型コロナウイルス感染症の影響により中止(令和２、３，４年度)
　　 視覚障がい者スポーツ講習会 令和２年度…３回 42人、令和３年度…５回 33人
                                令和４年度…８回 73人
（５）運動習慣化推進のため、市民スポーツ講座を開催 令和２年度…２回 38人
     令和３年度…２回 33人、令和４年度…１回 25人
（６）地域スポーツ促進事業
     全市行事　 令和２、３年度…中止、令和４年度…２行事 372人
　　 地区行事   令和２年度…127行事 7,168人、令和３年度…161行事 8,029人
                令和４年度…253行事 13,837人

決算額
　(千円)

事業概要

　学校体育施設開放、中学校運動場ナイター施設開放、千里山武道教室

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

令和４年度は、佐井寺中学校運動場ナイター施設LED照明設備更新工事を実施した。

（１）地域住民を対象にした学校体育施設開放の開放回数・参加者数
令和２年度…小学校(35校)8,691回 208,994人、中学校(18校)2,270回 54,836人
令和３年度…小学校(35校)8,467回 188,451人、中学校(18校)2,367回 54,232人
令和４年度…小学校(35校)14,209回 308,679人、中学校(18校)3,879回 83,088人

（２）主にスポーツに親しむ機会の少ない勤労者層を対象にした、中学校運動場のナイター
　　施設開放の回数・参加者数（中学校７校）
令和２年度…356回　8,738人
令和３年度…304回　6,343人
令和４年度…585回　13,054人

（３）千里山・佐井寺図書館他で開催した、千里山武道教室の開催回数・参加者数
令和２年度…４種目　81回　1,235人
令和３年度…４種目　95回　1,635人
令和４年度…４種目　181回　3,065人

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　地域スポーツや競技スポーツ、障がい者スポーツ等、
個人の目的に応じたスポーツの機会を提供すること
は、市民の健康寿命延伸を図るうえで、大変重要であ
る。令和４年度も新型コロナウイルス感染症の影響によ
り事業が制限されたが、引き続きの課題である参加者
の固定化や地域住民への周知方法の改善等、事業が
効果的に進むよう取り組む。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

地域住民の運動習慣
化の推進を進める。

2
所管
室課

文化スポーツ推進室 事業名 学校体育施設開放事業

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　地域住民を対象とした開放事業を実施しているが、夜
間の利用対象ではなかった小学生について、市民から
の要望もあり、一定の条件を付け利用可能とした。
　また課題であった利用方法や周知方法については、
引き続き検討していく。
　中学校運動場ナイター施設LED照明設備更新工事に
ついては、年次的に進める。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

ナイター施設使用料
の金融機関口座から
の引き落としを進め
る。

3
所管
室課

文化スポーツ推進室 事業名 スポーツ関係育成事業

32,773 21,418 67,014
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

74.6 94.7 73.0 ■
市民ニーズ、
社会的役割

5,591 6,070 6,624
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

100.0 100.0 100.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

　社会体育関係団体育成、地域スポーツ指導者育成・研修、競技スポーツ指導者育成・研修

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

　競技スポーツの種目ごとの指導者や地域におけるスポーツ活動の指導・助言及び運営を担う
指導者の養成・育成を図った。
（１）社会体育リーダー事後研修　令和２年度…２回 114人、令和３年度…６回 215人、
      令和４年度 12回 454人
（２）スポーツ推進委員審判研修会 令和２、３年度…中止、令和４年度…２回 100人
（３）スポーツ推進委員研究協議会 令和２、３年度…中止、令和４年度…１回 53人
（４）公認スポーツ指導員事後研修（１回） 令和２年度…61人、令和３年度…29人、
　　　令和４年度…32人
（５）公認スポーツ指導員研修会（実技）令和２年度…３回 33人、
　　　令和３年度…４回 74人、令和４年度…16回 658人
（６）社会体育リーダー協議会役員研修会（１回）令和２年度…45人、令和３年度…28人、
　　　令和４年度…36人
（７）体育指導者研修会　令和２、３年度…中止、令和４年度…１回 65人
（８）社会体育リーダー養成講座 令和２．３年度…中止、令和４年度…17回 45人
（９）ノルディックウォーキング(吹田スタイル)指導者研修会
　　　令和３年度…２回 46人、令和４年度…３回 58人

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　地域スポーツや競技スポーツの指導者が担う指導や
助言、スポーツ行事の運営等は、市民の健康づくりや
地域コミュニティの形成を図るうえで、大変重要であると
考える。現在、地域・競技スポーツ指導者が高齢化して
おり、今後、スポーツ活動を継続的に実施していくため
には、勤労者世代のスポーツ指導者を養成・育成する
ことが緊急の課題となっている。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

地域・競技スポーツ
指導者の養成・育成
を進める。

所管室課 事業名 所管室課 事業名
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